
 

童人トマの風 http://www.tomanokaze.dojin.com/ 30m 滝は、上部がツルツル 

同じ川でも２つの味わい                         

 

  焼石   尿前川天竺沢～本沢 

 

                           田村 

 

【日時】 2006年9月8日(金)～10日(日) 

【メンバー】L小暮、矢野、笹川、田村 

 

 珍しく土日に休みをつけ、三連休の山に行けることになった。さて、どこに行こうか

という段で、小暮さんがニッコリと「天竺に行きませんか？」･･･天竺って、誰かがと

てもたいへんな所だと言っていたような･･･。しかし、小暮さんの微笑みが三蔵法師に

似ていたというわけでもないのだが、つい「行きます！」と言ってしまったのだった。 

 

9/8 曇り 

大雨の東北道をひた走り、ようやく止んだ頃、登山口に着いた。仮眠して明るくなる

と、さっそく行動を始める。雲は流れているが、晴れ間も少し見える。30分ほど登山道

を歩いてから、まずは尿前川本沢を下降する。そんなに増水はしていないようだ。天竺

沢の出合は天場適地。ここでの小休止に矢野君がほんの少し竿を出すがボウズ。釣りを

したのは結局ここだけであった。 

天竺沢の水量はさほど多くない。水は、どんよりした天気のせいか、やや黄色っぽく

見える。両岸は切り立っているが、陰気な感じはしない。しばらく穏やかな流れを辿る

と、右に曲ったところに突然、トイ状のF1滝が現れた。圧倒的というものではないが、

巻きは厳しそうだ。矢野君がザイルを引き、右からトラバース気味に登る。とっても安

定感あるトップだ。登

り切るとまたしばらく

穏やかになる。F2のス

ラブ状を左から越える

と、岩峰の右にF3。確

か数年前に鈴木さんた

ちが引き返したあたり

だろう。下部は崩落跡

を簡単に登れたが、2段

目は右から、3段目も右

をシャワーを浴びつつ

登る。次のF4は、左壁

を手前から登り、1段目

F1：いきなり迫力の 20m 滝 



 

童人トマの風 http://www.tomanokaze.dojin.com/ 本沢は美しい水とナメが素晴らしい 

の落ち口に向け回りこむように右岸を登る。2段目は右岸の細いバンドを微妙なトラバ

ース。やっとのことで越えると、天竺のクライマックス、大滝だ。50ｍはあろうか、予

想よりもずっと大きく感じる。しかも普通の流れの向きでなく、左岸から降り注いでい

るのがとても印象的だ。滝の真ん中を斜上する広いバンドを、20ｍほどずぶ濡れになり

進むと、鮮やかな緑のルンゼが一直線に伸びあがっている。登り切ると、難なく大滝の

落ち口近くに出た。源頭はずっと先だが、天竺沢としての核心部は終了したので、少し

歩いたあたりで右岸の尾根を乗越して登山道に出る。若干下ってから万円沢に入り、本

沢との出合少し手前でテン場とした。 

 

9/9 曇り時々晴れ 

本沢にはテン場出発後すぐ到着。最初の滝は

右から行く。その後の15ｍ滝は右岸の泥壁に古

いシュリンゲを見つけ、小暮君が登る。2番手の

笹川さんは泥壁上の樹林帯にうまく上がれず、

一旦降りてきた。結局壁上の樹林からザイルを

出し確保。樹林部分もかなりの急斜面でてこず

った(私は)。次の滝は30mほど手前の左岸を登り、

樹林帯をトラバースして越え、懸垂で降りた。

この後いくつかの滝をお助けなど使いながら突

破すると、きれいなナメに出て一同感動。しか

しホッとする間もなく、ナメの最後には絶望的

な高さの両門の滝が待ち構えていた。ルートは

左股だ。矢野君トップ、小暮君確保で右岸を5m

ほど登り、草付き斜面を落ち口に登る。しかし

落ち口に達したあたりで、私が残りのザイルを

ほぐすのにミスをして、絡まった部分が小暮君

の手元に行ってしまった。矢野君に声が届かず、

意図がなかなか伝わらない。結局落ち口手前に

残されたボルト２つを支点にザイルを固定して

事なきを得た。この後もいくつか滝が出てきた

が、突破できた。このままでは今日中に抜けて

しまうことになるが、避難小屋では焚き火もで

きず落ち着かないので、だいぶ時間も早いが雪

渓の手前にテン場を作った。源頭近くのため焚

き木集めに苦労したが、かろうじて何とかなっ

た。 
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9/10 曇り 

予想通り、出発して雪渓を越え30分もすると終了点の登山道にあっけなく出てしまっ

た。天気が悪くなりつつあったが、とりあえず空身でアタックする。山頂は視界もなく、

早々に引き返す。下りは花や湿原を楽しみつつ駐車場に無事着くことができた。 

今回の二つの沢は、同じ川でありながら違う味わいがあり、良い計画であったと思う。

ただ、私個人にとってはまさに「登らせてもらった」山であった。メンバーには本当に

感謝すると共に、自分の未熟を反省して今後に生かしたい。 

 

【グレード】天竺沢3級上、本沢3級 

【行程】9/8中沼駐車場(8:00)～尿前川渡渉点(8:20)～天竺沢出合(9:10)～F5大滝上

(15:10)～1000mコル(15:30)～万円沢770m付近C1(16:30) 

9/9 C1(6:50)～本沢出合(7:05)～15m滝(7:30/8:30)～25m滝(8:40/9:30)～夫婦

滝(12:00/12:30)～1200m付近C2 (13:55) 

9/10 C2(6:35)～登山道(7:10)～焼石岳(7:50/8:10)～銀明水(9:00/9:30)～中沼

駐車場(10:45) 

【地図】1/25000 焼石岳（新しい地図の範囲で）


